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{背紫・目的}減量や冠危険因子の改善を自的とした介入
研究では、指導内容を対象者が遵守し、指導内容以外での
生活習慣に変化がないものと仮定した上で、その効果を評
価している。しかしながら、運動を介入した研究において、
指導内容以外で対象者の日常生活における身体活動泣が低
下したり、食事量がま替えたりするなど生活習慣が変化した
という報告もあるため、介入効果を過大または過小野倍し
ている可能性があるG 介入の純粋な効果を検討するために
は、指導内容以外での生活習慣の変化を把握する必姿があ
る。そこで本研究では、減量を自的とした食事i担保史および
食事制限に運動実践を併用した減護介入をおこない、介入
中における身体活動議と食事内容の変化を検証すると問時
に、減量効果や冠危険顕子の変化についても検証すること
を自的としたo (方法}対象者は、中年女性119名 (51.7 
土8.6yr、BM126.9土3.4kg/mりであり、食事制限の
みの群 (D群)46名、食事者1壌に運動の笑践を併用した群
(DE群)72名であった。食事制限は、凶群点数法を用い
て雨群ともに1200kcal/d (1食400kcal)とし、合計応部(過
i題、 i密90分)の集団指導をおこなうことで議いた。運動
実践は、ウォーキング (3~6 km)なとaの有霊堂紫性運動を
中心に合計30由(週2盟、 1@90分)おこなった。.1自の運
動による歩数は5000-8000歩であった。介入期間は、 14遇
措?であった。介入苦trと介入後に身長、体重、 BMI、体脂
肪率、内臓脂肪面識、 IX縮期血丘、拡張期血圧、総コレス
テロール、 HDしコレステロール (HDレC)、 しDLコレス
テロール、中性脂肪、血糠を総定した。摂取エネルギー誌
や栄養摂取状況、身体活動量は介入前と介入中に概査した。
摂取エネルギー蚤は、 3日間の食事務査から求めたo 身体
活動量は、対象者に加速度計(ライフコーダ、スズケン社)
をi週間装着してもらい、毎日の歩数を裁定した。{結果}
介入期間中の摂取エネルギー蚤は荷群に差がなかった(1)
群:.1219 kcal、DE群;1269 kcal)。運動i患の歩数が50∞
-8000歩であったことから、介入期間中は1B 1400-2300 
歩の増加が計算上見込まれたが、 DE群はlJ.74土 3113歩
の増加にとどまり、 D群においては457土2500歩減少した。
体重 (D群;ー 5.8土2.6旬、 DE群;白7.1土2.9kg) ，体
脂肪率 (D群;-3.1土2.3弘、 DE群:-4.3土2.2刻、
HDレC (D群;0土6mg/dl、DE群;十3土9mg/dl)は
介入前後で有意に変化し、。群と DE群との簡に有意な交
互作用が認められた。{まとめi摂取エネルギーは D群と
DE群との問に有意な差がなかったことから、 i南群の減hl
効果の差は身体活動震の差によるものといえる。しかしな
がら、 DE群の歩数は見込まれた増加澄よ号も少なく、運
動実践以外の日常生活における身部活動澄の減少が示唆さ
れ、減量効果のすべてが運動実践で得られた身体活動公に
よるものではないと考えられる。また、多くの窓危険国子
は改善せず、短期間の運動実践では冠危険因子の改替に対
する独立的関与は小さいことが示唆された。
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